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男性の での 動を 性たちはどのように しあう

のか 

平等 向性の高さと 性 のステレ タイプ的 見に 目して 
 
 子 お の 子大学大学院 人 文 創成 学研究  

 一  お の 子大学 研究院 

 
要約 

本研究では 男性の での 動がどのように されるのかに 目し 平等 向性に いのある 者

性らの される 動と する自 自 の 動に する が 者の平等 向性により いが

みられるかを することを目的とした。 子大学と共学大学に う 子大学生 336 名を とし 質問

による場 法を伴う実 を った。その 平等 向性によらず 的な 性は男性の で

性らしく る う ろうと される一 で 自 自 は男性の で 平等 的な 性よりもより 性

らしく る う ろうと している 性が された。また 平等 的な 向を する 性は 自

と じく平等 的な 向を する 性を高く しており 性 のステレ タイプ的 見に いても一

された。 

  

キー・ワード ン ー 性役 動 平等 向性 

 

 問題と目的 

1．性役割行動の 性 

 たちは 常生活の中で 々な 者と し

ながら 動している。そのような 的 動には

性 がみられるが （2017）はそのような

は 的であると指 している。 （2017）
は 的注意 報 理スタイ といった

期の 報 理 には性 はないものの 性

や配 動 が 現 すると 者を するカテ

ーとして性 が重要となり 性 が自己表

に取り込まれ 配 者として されるた に

ましい 動や ン ー・ステレ タイプ的な

動において大きな がみられることを らかに

している。 

このことは 男性のみの場 と男性と 性も

いる場 にお る 子大学生の 動の いを実

的に した ・ （2018）の とも一

する。 ・ （2018）では 男性の 在の

による 性の 動の いに いて ン

ー・アイデンテ テ の さとの関 から

することを目的とし 性のみの場 と 性

と 性がいる場 を設 した上で どちらかの

場 を してその の自 の 動に いて男

性性 人 性 性性を させ 時に

ン ー・アイデンテ テ の さも した。

その ン ー・アイデンテ テ の中

でも特に 性としての展 性や現実性を く意

している者 ど 男性のいる場 においてよ
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り 性らしく る う ろうという 性が

された。 
 
2． 性 の 的偏   

えて 年では 性に関するステレ タイ

プのサ タイプ が進んでいることが指 され

ている。高 ら（2006）は 一 に人は「

的な 性」「 的な 性」「性的 とし

ての 性」という3 のサ タイプで 性を

えやすいことを指 している。高 ら（2006）
は 事と 事の を 向する あるいは

している場合 1 人の 性の中に「 的な

性」「 的な 性」という2 の自己表

が されているのではないかと した。

そこで 性に「 的 性」「 的 性」

に関して させ それをプライ とする

ことで に する「 的 性」「

的 性」に する がどのように するの

かという 性 のステレ タイプ的な 見に

いて し その 活性 した自己表 と

一 したタイプの 性が 意的に される

ことが された。よって 性でも 性の 性

に して 見を すことがあるということが

され の ン ー研究で されてき

た 男性から 性 性から男性への 見

では であるということを指 している。 
しかし 高 ら（2006）の実 では の

「 的 性」「 的 性」の の さ

に される が大きく また 調査 者

自 の平等 向性の が であると

えられる。すなわち 向的な を す

る 性は「 的な 性」を することは

ろうが「 的な 性」を すること

は ではない ろうか。あらかじ 者

の平等 向性を しておく 要があると

える。また このような 性 のステレ タ

イプ的な 見が 男性がいる場 ではどのよう

に くのかにも 目する。 

また 高 生にお る性 の 成 と性

役 に いて調査した （1997）は 共

学・ 学という学 は 子の性 に

していなかったことから 子の場合 性

は高 におお ね 成されている あるい

は く に 要 によって されない

と ている。ここでの 性 とは 人が自

己を取り巻く を するときの性に関する

的な 組みのことである。 子学・ 学と

いった の いは性 には しなかった

が 平等 的 向性や 性 のステレ タイ

プ的 見に を与える 性はあるのではな

い ろうか。そこで 本研究では 子大学に

う 子大学生と共学大学に う 子大学生に

いて調査を う。 
  上から 本研究では 男性の での 動が

どのように されるのかに 目し 平等

向性に いのある 者 性らの される

動と する自 自 の 動に する が

者の平等 向性により いがみられる

かを する。 的には 高 ら（2006）を

まえて 男性のいる場 において

的な 性は 的な 性の される 動

を 的な 性は 的な 性

の される 動をより テ に する

と した。一 で する男性の での自

自 の 動は 平等 向性によらず

テ に するのではないかという に

いて する。 
 
Ⅱ 方法 

1．調査 者 

子大に う 子大学生289名 共学大学に

う 子大学生 47 名 336 名を とし

質問 による場 法を伴う実 を った

（ 100%）。学 の 1 4 年生が

し 学年の平 は 1.55（ 4 人）であり

ね20 であると えられた。 
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2．予 調査 

場 法で する の 者 性のプ  
ー を高 ら（2006）を に 成した。

表1に す 性Aを 的な 性 性B 
を平等 的な 性として 成し 調査に

てその 性を した。 調査の 者は

子大学生 30 人（ 100 学 学

生 1 4 年生と大学院生）であった。 性 A・
性Bのプ ー を し 平等 的性

役 ス ー （ SESRA－Sと

する）（ 木 1994）の 目に いて 性 A
（ 性B）がどの その 目 を重 して

いると思うか 5 法（1 5 ）の を

た。その 性Aに いての の平

（M 2.12 SD 0.35）と 性 B に い

ての の平 （M 4.20 SD 0.35）に

意な がみられた（t（28） －18.00, p .01）。
調査から 性Aは 的 性Bは平

等 的に えられることが された。 

 

3． と手続き 
1） 男 平等 指向性の  

者の平等 向性を するた に  

SESRA－Sを 用した。この は が高

くなれ なる ど平等 的な を してい

るとされる。15 目に いてどう思うか ね

自 の えに も いものを 1 5 法（1
5 ）で を た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 者 性・自 自 の 動  

高 ら（2006）で用いられた 性性 テ  

特性10 と 性性 ガテ 特性10 の

20 を用いた。場 法で「 人関係に

ある男性3人 性3人が 事をしている場

を してく さい。そのうちの1人が 表に

す 性A（ 性B）であるとします」と教

し した 者 性の される 動が ど

の てはまるかを5 法（1 5 ）で

を た。 目は表2に す。また の場

を 起させ そのうちの1人が 者自 で

ある場合 する自 の 動がどの じ

目に てはまるかに いても じく5 法

（1 5 ）で を た。 

 

性 性

現在の年

 お 子 り  ガーデ ン ア ト ア

よくみる 組 ラマ イ シ ー 教 組 ンタ ー

きな時  の人たちと まってお をする時 ライ をしている時

力 しさ 実さ 力 てにおいて理解のある人がよい

ー ーシップ し事はしないで しい 自 の には して しくない

られたい 引っ っていって しい 等の関係

よりも大事で なくてはならない 在であり 先したい 的な支えであって しい

平 でもいいから 心が ら る を いていきたい 事でどんどん実 をあ て 活 したい

子育てがおわったら と などして しくやっていきたい 事は があってもずっと ていきたい

者からの  への配 ができ の人からも されている 事の においても で の人から されている

配 者に るもの 

配 者に する

 

表1 的 性 性A と平等 的 性 性B のプ ー

表2 高 ら（2006）で用いられた特性  

ポジティブ項⽬ ネガティブ項⽬

しい うるさい

見の い うわさ き

あたたかい おせっかい

献 的 おしゃ り

親しみやすい 人

な な

らしい な

おしとやか なよなよした

りない

的
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3） 配 期 ・倫理的配  

 配 期 は 2017年10月 11月 中

大学の に で実 した。質問 の表

に 研究 の目的で 用することがないこと

はコンピ ータで 的に 理され 人

が特 される で 用しないこと。また

は 意であり 中で中 することが であ

ることを し 配 する にも 頭で し

た。 

 

Ⅲ 結果 

 1．SESRA Sの因子得点 
先 研究である 木（1994）では 男 の平等

を 人が の で達成することが な

「 人レ にお る男 平等」を す1 子が

されていた。そこで本研究においても 1
子のまま 用した。SESRA－Sの合 の平 は

58.71（SD 6.69）であり 木（1994）の大卒

上の 者の （M 57.93 SD 8.65）と

の であった。 
に SESRA－S平 に いて ーセンタイ

を用いて ・中 ・高 の3 に

た。平等 向性の高さと の となる

者 性の平等 向性との 用に関心があ

ったた と高 を に 用した。 の

平 と 人 は表5に す。 
 
2．行動 に い  

 的 性と平等 的 性のどちらを先

に するのかということが に しないよ

うに 者によって はラン とし

者 でカ ンター ランスを取った。 
動 に 用した高 ら（2006）の テ

・ ガテ 特性 は 性と 性の

がなされていなかったた 2 子に した上

で 法プ マックス を用いて 子 を

った。その 問1おせっかい 問6 問

15 おしゃ り 問 19 うるさい 問 20 うわさ

きがどちらの 子にも.4 上 しておらず ま

た問7おしとやかがどちらの 子にも.4 上

していたた した。 び2 子に し

法プ マックス で 子 を ったところ, 
表3に す 7 目の2 子が された。

子の 目から 第 子を「 さ」 子 第

子を「 的」 子と 名した。表5に 動

の となる 性 との 子の平 と

を す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに 子 とに の となる 性に

いて 応のある t を った（表4）。その

「 さ」 子の 合 は 的 性 自 自

平等 的 性の に「 的」 子の

合 は 的 性 平等 的 性 自 自 の

に 意に高かった。 
 

表3 テ ・ ガテ 特性 の 子  
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3．SESRA Sと対象 性の関 に い  
に 「 さ」 子 「 的」 子 とに

SESRA－S ・高 2 と 動 の

となる 性（ 的 性・平等 的 性・

自 自 で 応あり）の 3 を とし

子の を とする 2 3 の

を った（表5・ 1・ 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「 さ」 子に いては となる 性の  

SESRA－Sと となる 性の 用が

意であった（ にF（2,488） 346.94, p .01, 
F（2,488） 4.56, p .05）。 の を

ったところ, SESRA－Sに いてはす ての

で が 意（ F（2,488） 142.53, 
p .01, 高 F（2,488） 210.63, p .01）
となる 性に いては 的 性の で

が 意であった（F（1,244） 6.19, p
.05）。そこでBonferroni 法による多重 を

ったところ, SESRA－S高 ・ のどちらにお

いても「 さ」 子の は 的 性 自

自 平等 的 性の で高くなった。また

的 性において SESRA－S 高

SESRA－S の で「 さ」 子の は高く

なった。 
「 的」 子に いては となる 性の

SESRA－Sと となる 性の 用

が 意であった（F（2,488） 279.40, p .01, F
（2,488） 5.57, p .05）。 の を

った SESRA－Sに いてはす ての で

が 意（ F（2,488） 123.66, 
p<.01, 高 F（2,488） 162.25, p .01）
となる 性に いては平等 的 性の で

が 意（F（1,244） 5.24, p .05）
自 自 の で 意傾向であった（F（1,244）

3.48, p .10）。そこでBonferroni 法による多重

を った SESRA－S高 では

表4 子の 応のある

表5  SESRA Sの の人 と平 ・

1 「 さ」 子の平 ・

2 「 的」 子の平 ・  
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的 性 平等 的 性 自 自 の に  
SESRA－S では 的 性 平等

的 性 自 自 の に「 的」 子の が

高くなった。また 平等 的 性において

SESRA－S 高 SESRA－S の に「

的」 子の が 意に高くなり 自 自 に関

する において SESRA－S SESRA－S
高 の に高くなる傾向にあった。 
 
Ⅳ 考察 

本研究では 男性の での 動がどのように

されるのかに 目し 自 自 の平等

向性に い 性の される 動をより

テ に し する自 自 の 動は平

等 向性の高さによらず テ に

するのではないかという を て 場

法を用いて を った。 
 

 1．SESRA Sに い  
SESRA－Sの合 の平 に いては 先 研

究と の が された。先 研究の調査か

ら 20 年 上 した現在においても 性の

平等 向性は大きく していないことが

かる。一 で  SESRA－S の 目に いての平

は 3.92（SD 0.45 2.88 4.62）で

あり がみられた。このような や

SESRA－S の 15 目のうち 11 目が 目

であることなどから の表 的 性や 目

の が今 の課題といえる ろう。 
 
2．行動 に い  
に 応のある t の から 「 さ」

子と「 的」 子において いがみられた。「

さ」 子において 自 自 よりも 的

性が高く され 自 自 よりも平等 的

性が く されたことは した 性のプ

ー からも でき また平等 向性に

よらず自 自 の 動は テ に される

ろうという を一 支 する。「 さ」 子は

ガテ な要 から 成されるが 性性の一

を表すものであり 者の 性たちはこれ

らの 目に どよく てはまる 動をすることが

より 性らしいと えた 性があるのではない

ろうか。 
例え Bem（1974）の 成したBem Sex Role 

Inventory（BSRI）にも 「支配的な」や「 さ

れやすい」といった ガテ な ・ 動

が まれる。 性性には「 的」 子に ま

れるような テ な要 でなく ガテ

な要 も に まれており ガテ な

動も 性らしい 動の1 と 性が してい

るといえるのではない ろうか。一 で「 的」

子においては 的 性 平等 的

性の で高く され 自 自 は も く

されたた 平等 向性によらず自 自 の

動は テ に される ろうという

を支 しなかった。 
これにはいく かの理 が えられる。1 に

は 自 自 の 動に いて「 的」 子に

まれる「 らしい」や「おしとやか」といった

をしにくかったのではない ろうか。また

男性の での 者 性はより 性らしく う

ろうと 大 した 性も えられる。 本の

者にみられる2 の に いて 的に

調査した （2003）は をすることが

的 と え 人がいる人を現実よりも多く見

もってしまうという「 」と 人がい

る人に テ なイ ー を いない人に ガ

テ なイ ー を 「 テ 」

が 在していることを らかにしている。本研究

の から「 」や「 テ

」のように 性は男性の で の 性はよ

り に 性らしく る うのではないかと

を いている 性が指 できるのではない ろ

うか。 
一 で 調査 者が 子大学生に されて
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いたことに 意する 要がある。 （2017）も

指 しているように 調査に した 子大学生

は 年期であり配 者 動 が の年代に

て高くなる時期である。 の 性に する な

が この年代に特 なものである 性も

えられる。また 本研究では性的指向に いては

問うてないた 者 員が男性の で配 者

動 が 現されるとはいえないことにも注意

する 要がある。 
 

 3．SESRA－Sと対象 性の関 に い  
に の に 目する。多重

の 平等 的な思 を する 性は

的な 性は男性の で 々しく る う ろ

うと する一 で 平等 的な 性は男性の

で らしく 見がよく る う ろうと

することが かった。このことは 的

な 性は 的な 性の される 動を

的な 性は 的な 性の

される 動をより テ に するとした

を一 支 する。平等 的な 向を する

性は じように平等 的な 性の男性の で

の 動を より テ なものとして した

のである。これは 高 ら（2006）の 見とも一

し 性も 性に してステレ タイプ的な

見を くという 性が された。しかし

的な 向を する 性が 的な

性を高く する は られなかったことから

注意が 要である。また 高 らで用いられた

性性 テ ・ ガテ 特性 20 のうち

「うるさい」や「うわさ き」といった用 は

子 の どちらの 子にも に しなか

ったた では用いなかった。 性の 動を

より に する の 用を する 要が

ある。 
上から 本研究では 平等 向性によら

ず 的な 性は男性の で 性らしく る

う ろうと される一 で 自 自 は男性

の で 平等 的な 性よりもより 性らしく

る う ろうと している 性が され

た。また 平等 的な 向を する 性は 自

と じく平等 的な 向を する 性を高く

しており 性 のステレ タイプ的 見に

いても一 された。 
 
4．本研究の課題 

 に本研究の課題に いて る。1 目は

の りサンプ の問題である。本研究では

子大の 子大学生 者と共学の 子大学生

者に して調査を った。 者は 常的に置か

れている に いがあるた 男性の での

動を調査するにあたっては の の も目

的とした。例え 子大学に う 子大学生は

そのような が しく 男性との 事場 を

することが しい 性などが えられる。し

かし 本研究においては 子大 者に て共

学 者を に することが ず の

を に することができなかった。 子

大と共学から なサンプ を した上で

による 常的な の いの を でき

るデ インを用いた調査が まれる。また 本研

究の調査 者の年 や学年から られたデー

タは大学 1 2 年生が中心であり 年 や 性に

おいて より多 な 者に調査する 要となる

ろう。 
 また本研究においては 場 法を用いて調

査 者に場 を させ その場 での 者や

自 自 の 動に いて させたにす ない。

そのた 実 の場 を実 的に用意し調査 者

にその場で 動させることで より 者がも

性 に関する意 が実 の 動に す に

いて らかにできる 性がある。 
 そのような実 の場 を用いた を う に

は 本研究で した自 自 の性 に関する意

に えて その場にいる 者の性 に関する意

に いても に する 要があると思われ
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る。 本（2002）が いに相 に し一 の役

を期待している 上 的相 用は いの

役 期待の から成り といえる と て

いるように 実 の場 で生起する性役 動は

自 自 の性 に関する意 と 者の性 に関す

る意 の を みて 調 した として現れ

るものではない ろうか。  
さらに本研究では 性のプ ー を用い

て配 者に るものなどをはっきりと したが

これが現実場 であれ このように な で

者の性 が かることはない ろう。実 の場

において を がかりとしどのように 者の

性 を するのかに いても する 要が

ある。 
者の性 に関する では Glick & Fiske 

（1996,1999）が は男性の 性に する

的 的な や 念 動として われてき

たセクシ という 念を し 意的なもの

と 意的なものという相 するようにもみえる 2
の を ん 現代的な しいセクシ が

成されていると論じている。 者の性 の

を する には この「 的セクシ 理論」

に いても し 意的・ 意的 から

する 要がある。  
 
＜付記＞ 本研究は 2017 年 子大学文学 人

学 に した卒業論文の一 を したも

のである。論文 成にあたり 指導いた きました

子大学 巻 教授に く し上 ます。 
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